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中学生を対象とした記事を書く授業の開発 

―「ことばの授業」の 1 プログラムとして― 

山田  恵李  
千葉大学教育学部  

 
 

	
 本研究は、NPO 法人企業教育研究会（以下、企業教育研究会）と読売新聞東京本社学事支援部とが連携して
行っている「教育ルネサンス	
 ことばの授業」（以下、「ことばの授業」）のプログラムの 1つとして、中学生を
対象に開発した授業の有効性を検証したものである1。「ことばの授業」は、2005 年に言語技術の向上を目標と
して小学生を対象として作られたが、中高生にも授業が行われている。プログラムの 1つである「記事を書こう」
は、中学生を対象として授業を行ったとき、他のプログラムに比べ、いくつかの課題が挙げられるようになった。

本研究はそれを受けて新たに中学生を対象として記事を書く授業を開発し、中学校で実践することで、その効果

を検証したものである。研究の成果として、記事の題材として社会的な内容を扱うこと、映像教材にフィクショ

ンを使用すること、スライド教材を用いるなどすることで、中学生が意欲的に記事を書くことが示唆された。 
	
 キーワード：言語技術教育、授業実践、作文、中学生、国語 

 
 

1.	
 問題の所在	
 

 
1.1.	
 「ことばの授業」の概要	
 

	
 「ことばの授業」とは、企業教育研究会と読売新聞東

京本社学事支援部とが連携して行っている出前授業で

ある。そのため、まずは企業教育研究会について述べ、

続いて「ことばの授業」について詳しく述べていく1。 
	
 まず、企業教育研究会とは、企業と連携した授業実践

開発に取り組んでいる NPO 法人である。2002 年に千
葉大学教育学部藤川研究室を母体として発足し、2003
年に NPO法人として認証された。母体となった藤川研
究室は、主に授業づくりを研究しているが、企業教育研

究会では、企業の専門性を生かした授業づくりを重ねて

きている。これまで、1000以上の企業と連携している。
分野も様々である。例えば、日本ハム株式会社と連携し

た「ウィンナーの手作り体験教室」やソフトバンクモバ

イル株式会社と連携した「考えよう、ケータイ」がある。

本稿でも取り上げる「ことばの授業」も、読売新聞東京

本社学事支援部と連携して開発した授業プログラムで

ある。 
	
 続いて「ことばの授業」について述べていく。「こと

ばの授業」とは、子どもたちが新聞記者になりきり、新

聞記者の持つ「スキル」を直接指導してもらいながら、

言語技術を扱う授業である。この授業において、新聞記

者の持つ「スキル」とは、インタビューをすること、記

事を書くこと、見出しをつけることの 3 つのスキルの
ことである。これを基に、「ことばの授業」は「インタ

ビューをしよう」、「記事を書こう」、「見出しをつけよう」

の 3 つの基本プログラムから構成されている。これら
は全て 2 時間で 1 つの授業としている。企業教育研究
会と読売新聞東京本社学事支援部2とで共に授業を開発

し、企業教育研究会の学生スタッフと読売新聞東京本社

学事支援部の新聞記者とが実際に学校に出向き実施し

ている。 
	
 「ことばの授業」は 2005年にはじまってから現在ま
でのおよそ 10年間にわたり、多くの小中学校、また一
部の高等学校で実施されてきた実績があり、現在も年間

60 校以上の学校で実施している。また、同授業プログ
ラムを活用した学校の先生の中には「なかなか文章を書

けない子が、原稿用紙半分くらいまで書いたので驚い

た」などの感想3がみられる。また、「ことばの授業」は

2013年に第三回キャリア教育アワード4において、奨励

賞を受賞するなど社会的評価も得ている。「ことばの授

業」は様々な成果をあげていると言える。このように「こ

とばの授業」は成果をあげている授業プログラムといえ

る。 
 
1.2.	
 「ことばの授業」の特徴	
 

	
 次に、「ことばの授業」の特徴について記述していく。

特徴としては、新聞記者と開発し実施している点、子ど

もが記者になりきって言語技術を扱う点、学校の授業の

中で行うために工夫している点の 3つが挙げられる。 
	
 まず 1 点目の、新聞記者と開発し、実施している点
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についてである。概要で述べたように、「ことばの授業」

は、企業教育研究会と読売新聞東京本社学事支援部とで

共に授業を開発し、企業教育研究会の学生スタッフと読

売新聞東京本社学事支援部の新聞記者とが実際に学校

に出向き、実施している授業プログラムである。新聞社

が記者派遣を行う取り組みは多いが、授業プログラムと

して授業を開発し、全国の学校で行っている取り組みは、

「ことばの授業」だけである。そのため、新聞記者と共

に開発し、実施している点が特徴として挙げられる。 
	
 2点目に、新聞記者になりきって言語技術を扱う点に
ついてである。新聞記者になってみることで、子どもた

ちが相手にわかりやすく伝えることを意識できるよう

になることであると考える。普段子どもたちがコミュニ

ケーションを図る相手は、友だちや家族、教師などに限

られている。そのため、多少言葉が足りなくても、相手

に通じることが多い。しかし、それでは伝える力は育ち

にくい。そこで「新聞記者になって」物事を伝えること

を体験することで、具体的に読者をイメージすることが

でき、どうしたら相手にとってわかりやすいかを考える

ことができると考える。実際、授業後の子どもの様子5に

「自分だけでなく、「見ていない人、聞いていない人に

もわかるように」という気持ちを持ちながら話を聞くよ

うになった」とある。このように新聞記者になってみる

ことで、子どもたちは相手にわかりやすく伝えることを

意識して言語技術を扱うことができるのである。 
	
 3 点目の、「ことばの授業」は学校の授業として行う
ための工夫をしている点についてである。例えば「記事

を書こう」では、フィクションを扱った映像教材を記事

の題材としていることが工夫として挙げられる。記事を

書くためには、取材をして情報を集めなければならない。

実際に学校外に出て、記事の題材を見つけることも考え

られるが、それでは時間に制約のある学校の授業の中で

扱うには相当の負担がある。その上に、取材もするとな

ると、事前準備なども必要になり、あまり現実的ではな

い。しかしながら、実際のニュースで伝えられているよ

うな出来事だと、その関係者に取材を行うことは難しい。

そこで、この授業ではフィクションを映像教材で扱うこ

とで、授業者が取材を受けることを可能とし、限られた

時間のなかで情報の集め方についての指導ができるよ

うになっているのである。また、フィクションを扱うこ

とで、そこには授業開発者の意図を反映することが容易

になる。例えば、「記事を書こう」で扱っている事件映

像は、取材を受けている人物の名前は明らかにしていな

い。これは後の取材で子どもたちに確かめてほしいから

である。フィクションを映像教材で扱うことは、このよ

うに授業開発者の意図を含ませやすくし、限られた時間

の中でも取材を行うことを可能にしているのである。こ

のように「ことばの授業」は学校の授業の中で行うため

に工夫している。 
	
 以上のように「ことばの授業」には 3 つの特徴が挙
げられる。 
 
1.3.	
 「記事を書こう」の課題	
 

	
 前節で述べてきたように成果をあげてきた「ことばの

授業」だが、「記事を書こう」に関しては、中学校での

実施において課題があると思われる。これまでにも「「記

事を書こう」では中学生に合っていないのではないか」

という学校や記者、学生スタッフからの指摘を受けてい

る。中学生に合っていないという課題は、授業が成立し

ないわけではないため、根本から見直す必要のある課題

ではなく、より良い授業にできるのではないかという課

題であると考える。以下、その課題について、他の基本

プログラムとの比較や、指導案や映像教材の詳細をみる

ことで分析していく。 
 
1.3.1.	
 他の基本プログラムとの比較から	
 

	
 はじめに、他の基本プログラムとの比較から課題を分

析する。「ことばの授業」は小学生を対象に開発された

授業であり、中学生に行うことを十分に想定していない

ことが考えられる。しかし「インタビューをしよう」や

「見出しをつけよう」においては、対象である児童生徒

の実態に合わせて教材を変更することが可能なため、こ

うした課題は見られない。 
	
 一方で「記事を書こう」では、教材の変更が難しいと

いう現状がある。記事を書くには、まず題材が必要であ

る。この授業において、記者がお手本で書く場合も、生

徒が実際に書く場合も、記事の題材は映像教材を扱って

いる。児童生徒の実態に合わせて、インタビューのスペ

シャルゲストを集めてもらうことや、見出しの題材とし

て実際の新聞記事を使用することに比べ、映像教材を変

更することは、時間的にも労力的にも難しい。そのため、

これまでも映像教材は新たにつくられてこなかったと

考える。しかし、今後も中学生に対して授業を行うこと

は、これまでの実施状況を踏まえると明らかであり、映

像教材を改めてつくることは意味があるだろう。そして、

先に記述した通り、「ことばの授業」は中学生向けに開

発された授業ではないため、具体的にどのような点が中

学生に合っていないのか映像教材も含め、授業全体を見

直す必要があると考える。 
 
1.3.2.	
 「記事を書こう」の指導案や映像教材から	
 

	
 では、「記事を書こう」は具体的にどのような点が中

学生に合っていないのかと、その要因を挙げていく。一

般に公開されていないが、普段筆者が企業教育研究会で

使用している指導案や映像教材を元に、「記事を書こう」

について記述していく。 
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 対象学年は小学校 4 年生〜中学生である。授業は 2
時間で 1 つの授業としている。ねらいは「表面から見
るだけでは分からない事実を正確に把握する」、「質問を

して正確な情報をたくさん集める」、「多くの情報から全

体を見渡して、書く必要のある事柄を整理する」、「順序

立てて書く」、「新聞記者が文章を書く過程を見て、プロ

の仕事を知る」の 5つである。授業の展開については、
以下、表 1にまとめる。 
 

表 1 「記事を書こう」の展開 
時間 内容 

1時間目 
（45分） 

◯授業者、記者から自己紹介 
◯メモ帳配布 
◯映像教材「新聞ができるまで」を見る 
◯メモのコツを説明する 
◯映像教材「ダイヤモンド」を見る 
◯追加取材として記者が授業者に取材する 
◯記者が記事を書く 
◯記事を書くコツを説明する 
◯映像教材「ねずみ」を見る 

 休み時間 
2時間目 
（45分） 

◯再び映像教材「ねずみ」を見る 
◯子どもから授業者へインタビューをする 
◯記事を書く 
◯記事を発表する 
◯記者からコメントをする 

 
	
 では、これを踏まえ、「記事を書こう」が中学生に合

っていない要因を挙げていく。例えば、次のような 3
点が挙げられる。 
	
 まず 1点目は、記事の題材についてである。「記事を
書こう」では、児童生徒が書く記事の題材は、「学校の

給食室にねずみが出た」というものであった。「給食室」

や「ねずみ」では題材として児童生徒にとって身近なも

のを扱っている。小学生を対象とする場合であれば、発

達段階の観点から児童にとって事件の映像はわかりや

すく、興味の湧く題材である。しかし、中学生にとって

はどうだろうか。確かに「給食室」や「ねずみ」は身近

なものではあるだろう。ただ、中学生の多くは身近なも

のだけでなく、社会に関しても興味や関心が高まる時期

でもある。他教科等でも多くが社会的な事柄を扱ってい

る。また、文部科学省（2008）6は、話すことや聞くこ

と、書くことに関して第 2 学年や第 3 学年では「社会
生活の中から」話題や課題を決めるとしている。こうし

たことからも、中学生が記事を書く題材としては、社会

的な内容を扱ったほうが良いのではないだろうか。 
	
 次に 2点目は、映像教材で扱っている内容である。「記
事を書こう」ではフィクションを扱った映像教材を記事

の題材としている。学校で取材までを扱うことができる

ための工夫であるが、事件映像「ねずみ」は、実社会で

起きていることとかなりかけ離れている。しかし、児童

にとって身近な題材であるほうが内容を理解しやすい。

また、「ねずみ」では児童が興味を持てるような設定で

ありながら、記事を書くにあたって大切なことに児童が

自ら気づくことができるようになっているのである。つ

まり、曖昧なことをあえて映像の中に含ませることで、

取材において事実確認をさせ、事実だとわかったものに

ついて記事に書くようにしているのである。これは児童

の批判的思考を育むことにつながっていると考えられ

る。しかし、先ほども述べたように中学生は小学生に比

べ、社会とのつながりを意識するようになっている。あ

まりに実社会と離れた内容だと中学生はしらけてしま

うことも考えられる。フィクションをより実社会に近づ

けることで、生徒の関心を高め、生徒の批判的思考を育

むことができるのではないか。 
	
 そして 3 点目は、難易度についてである。取り組ま
せる活動の難易度が適切なものでなければ、子どもたち

は難しすぎてやる気を失ったり、早く終わってしまって

物足りなかったりする。つまり、適切な難易度を設定し

なくては、子どもたちは意欲を失ってしまう。これまで

の授業の様子からも、小学生であれば事実を並べていく

ことは十分な学習課題であると考える。実際、授業の感

想7として「なかなか文章を書けない子が、原稿用紙半

分くらいまで書いたので驚いた」や「文章を書くのに時

間がかかったり、書くことに抵抗のある子どもが、スム

ーズに記事を書いていた」とある。普段文章を書ける子

であれば、なおさら書いているはずである。しかし、こ

うした活動が小学生で十分だとすると、中学生には物足

りなく感じているのではないだろうか。実際、「記事を

書こう」を中学校で行うと、当たり前であるが、小学生

より早く記事を書き上げてしまう。こうしたことからも、

中学生ではもう少し難易度を上げる必要があるのでは

ないかと考える。 
	
 以上より、「記事を書こう」は中学生に対して行う際

には課題があり、中学生に合った授業を開発する必要が

あると考える。そこで、本研究では「記事を書こう」を

先行実践として、中学生を対象にした記事を書く授業を

開発し、その有効性を検証することとした。 
 

2.	
 研究の目的と方法	
 

	
 

2.1.	
 研究の目的	
 

	
 本研究の目的は、「記事を書こう」を先行実践として

検討し、中学生を対象として記事を書く授業を開発し、

実際に中学校で実践することで、この授業の有効性につ

いて検証することである。 
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2.2.	
 研究の方法 
	
 「記事を書こう」を先行実践として検討し、中学生を

対象として記事を書く授業を、2時間扱いの授業単元と
して作成し、中学校で実施する。授業中の生徒の実際の

様子とクラス毎の比較、成果物、生徒による事前・事後・

2週間後にアンケートを行い、その記述を中心として取
り上げることで、本授業の有効性を明らかにする。 
 

3.	
 授業の開発	
 

 
3.1.	
 授業開発の視点	
 

	
 本授業は 2 時間で 1 つの単元構成とする。本授業は
中学生を対象として記事を書く授業として開発を行っ

た。なお、本授業の開発は企業教育研究会と読売新聞東

京本社とで今後実施していくことを前提に、「記事を書

こう」を改善する形で行った。また、教材の作成につい

ては読売新聞東京本社学事支援部の協力を得て行った。

本節では授業開発の意図として、社会的な内容を記事の

題材として取り上げたこと、フィクションを映像教材で

扱ったこと、スライド教材を使用したこと、原稿用紙を

新たに作成したこと、見本となる記事を作成し配布した

こと、参考となる記事を作成し配布したことの 6 点に
ついて詳しく論じる。 
 
3.1.1.	
 社会的な内容を記事の題材として取り上げたこ

と	
 

	
 まず 1 点目の社会的な内容を記事の題材として取り
上げたことについてである。このことについては、1.3.2.
の「記事を書こう」の課題としても記述したように、中

学生が記事を書く題材としては、社会的な内容を扱った

ほうがよいのではないかと考える。その理由としては、

中学生の多くは身近なものだけでなく、社会に関しても

興味や関心が高まる時期であるからである。また、文部

科学省（2008）8によれば、中学校の国語科において、

話すことや聞くこと、書くことの題材や話題は「第 2
学年や第 3 学年では社会生活の中から」決めるとして
いる。こうしたことからも、中学生の興味や関心を高め

られるように、社会的な内容を扱うこととした。 
	
 具体的には行政が行う記者会見を題材として扱った。

その経緯について述べる。まず、前提として、映像教材

を使うことから全員が同じ題材を扱っていても新聞記

者として不自然でない題材を検討した。実際に、記者が

集まって取材をすることはあるのか、本物の記者に聞き、

記者会見を取り上げることにした。また、「記事を書こ

う」を中学生に実施する際の課題として難易度が挙げら

れていたことから、意見が分かれるような制度を発表す

る記者会見を題材とすることとし，擬似的に市民や専門

家にも話を聞き、記事に盛り込むことで情報量を多くし

た。 
 
3.1.2.	
 フィクションを映像教材で扱ったこと	
 

	
 次に 2 点目のフィクションを映像教材で扱ったこと
についてである。このことについては 1.2.でも学校の授
業の中で行うために工夫している点として触れている。

これらをまとめると、記事の題材にフィクションを映像

教材で扱う理由として 2点が挙げられる。 
	
 1つ目は、限られた時間の中でも生徒に取材を体験さ
せるためである。記事を書くには、取材が必ず必要であ

る。しかし、2時間で 1単元とする本授業では実際に学
校外に出て題材を探し、取材を行うのは現実的でない。

そこで限られた時間の中でも生徒が取材を体験できる

ように、記事の題材としてフィクションを映像教材で扱

った。 
	
 2つ目は、フィクションを扱うことで、映像の中で語
られる文言に意図を組み込めるためである。ただ、フィ

クションを映像教材で扱うにあたり、1.3.2.で中学生を
対象にしたときの課題について述べたように、実社会か

らあまりかけ離れてしまうと生徒の意欲を低下させて

しまうことが考えられる。本授業では中学生を対象とし

ていることから、フィクションをできるだけ実社会に近

づけることで、生徒の関心を高め、生徒の批判的思考を

育むことができるように工夫した。具体的には、架空の

市の行政の記者会見を題材とし、映像の中に事実関係が

不明なものを含めたり、市民の声の中に過激な意見を含

めたりなどした。 
 
3.1.3.	
 スライド教材を使用したこと	
 

	
 次に 3 点目のスライド教材を使用したことについて
である。ここまで述べてきたように、本授業では記事の

題材として架空の市の行政が行う記者会見を取り上げ

ている。しかし、いくら出来るだけ実社会に近づけたフ

ィクションであると言っても、架空の市であり、現実に

は存在しない。そうした場合に、生徒が自分のこととし

て捉えるには工夫が必要であると考えた。そこで、生徒

が架空の市の支局で働く新聞記者であると設定するこ

ととした。よりそのイメージが沸くように、スライド教

材を使用することとした。スライド教材には、架空の市

を駅や市役所、マンションなどを描いて表現したイラス

トを扱ったり、架空の市のなかを移動しているような演

出を行ったりした。（図 1）また、スムーズに授業を進
行させるために、授業全体の進行もスライド教材で行え

るようにした。 
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図 1 スライド教材の一部 
 
3.1.4.市民と専門家を一覧にしたワークシートを作成

したこと	
 

	
 次に 4 点目の市民と専門家を一覧にしたワークシー
トを作成したことについてである。これは意見が分かれ

るような制度を発表する記者会見を題材として記事を

書く際に、市民や専門家にも話を聞き、記事に盛り込む

ことで情報量を多くした背景がある。限られた時間の中

で、多くの情報を集めることを考えた場合に、市民の名

前や所属についてよりも、どのような市民がどんなこと

を言っているのかを重視すべきであると考えた。そのた

め、市民と専門家の話をまとめた映像教材を見る際には、

市民の名前や所属などをまとめた資料が必要だと考え

た。また、資料を広げながらメモ帳にメモをすることは

難しいと考え、資料にメモ欄を作りワークシートとした。

（図 2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 ワークシート 
 
3.1.5.新たに作成した原稿用紙を使ったこと	
 

	
 次に 5 点目の原稿用紙を新たに作成したことについ
てである。この背景には「記事を書こう」で 400 字詰
めの一般的な原稿用紙を使っていた際に、1文を短く書
くことを意識できていない児童生徒が多かったことが

ある。原稿用紙をより本物の新聞に近い形にすることで、

1 文を短く書くことが意識できるのではないかと考え

た。そこで、1行を新聞と同じ 12文字として新たに原
稿用紙を作成し、本授業で使用した。（図 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 原稿用紙 
 
3.1.6.手本となる記事を作成し配布したこと	
 

	
 次に 6 点目の見本となる記事を作成し配布したこと
についてである。本授業では記事の題材として行政が行

う記者会見を扱っている。これは「記事を書こう」とは

異なり、社会的な内容を扱ったものであり、賛成や反対

などの意見が分かれる内容となっている。そのため、生

徒は扱う情報量が増え、この中から必要な情報を選択す

るなど授業の難易度が上がった。このことから、本授業

では記者が実際に記事を書いている様子を見せること

が難しくなった。実際に記者が記事を書き上げる様子を

生徒に見せることで学ぶことも多いが、本授業は「記事

を書こう」を先行実践として開発した経緯があり、「記

事を書こう」で記者が記事を書いている様子を子どもた

ちが見られることから、難易度を上げた授業を開発する

ことを重視した。 
	
 このことを踏まえ、同じように記者会見を扱った記事

を記者に書いて頂き、それを手本として生徒に配布した。

（図 4）同じように記者会見を扱った記事を取り上げた
理由としては、構成が同じだからであり、生徒が手本と

して書き方や構成を学びやすいと考えたためである。 
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図 4 お手本記事 
 
3.1.7.参考となる記事を作成し配布したこと	
 

	
 最後に 7 点目の、参考となる記事を作成し配布した
ことについてである。本授業では、生徒が書いた記事と

同じ題材で事前に記者に記事を作成して頂き、それを生

徒に配布した。（図 5）これは生徒が自分の書いた記事
と記者が書いた記事とを比較し、振り返ることを目的と

している。本授業の中では全員の記事を記者に講評して

いただくことは時間的な制約上、難しい。そのため、同

じ題材で記者が書いた記事を配布することで、生徒自身

で、自分の書いた記事を振り返る事ができるようにした。

また、自分の記事を振り返ることで、より言語技術が身

に付くと考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 参考記事 

 
3.2.	
 授業のねらい	
 

	
 授業のねらいは、「プロの仕事を知ることができたか」、

「事実を把握し、取材を通して正確な情報を集めること

ができたか」、「必要な情報を取捨選択し、順序立てて記

事にまとめられているか」の 3つとした。 

 
3.3.	
 授業の展開	
 

	
 授業は 2 時間で 1 つの授業とし、授業の展開につい
ては以下に示した（表 2）。 
 

表 2 授業の展開 
時間 内容 

1時間目 
（50分） 

◯授業者、記者から自己紹介 
◯架空都市「読売市」の紹介 
◯メモ帳配布 
◯映像教材「記者会見」を見る 
◯取材で聞く質問を考え、取材を行う 

 休み時間 
2時間目 
（50分） 

◯映像教材「市民・専門家の声」を見る 
◯記事を書くコツを説明する 
◯記事を書く 
◯記事を発表する 
◯記者からコメントをする 

 
4.	
 授業の実際と考察	
 

 
4.1.	
 授業の概要	
 

	
 授業の概要は以下の通りである。 
【実施校】神奈川県横浜市立 A中学校	
 

【実施対象】中学 3年生	
 2 クラス	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 （A 組:42 名	
 B 組:42 名）9	
 

【実施場所】各教室	
 

【実施日】平成 26 年 11 月 20 日（木）	
 

【実施時間】A組：1 時間目	
 10:00〜10:50	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2 時間目	
 11:00〜11:50	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 B 組：1 時間目	
 12:30〜13:20	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2 時間目	
 13:30〜14:20	
 

【授業者】山田恵李	
 

【御協力頂いた新聞記者】恒川良輔	
 氏 

 
4.2.	
 授業の実際と考察	
 

	
 ここからは、授業中の生徒の実際の様子、実際に書い

た記事、生徒による事後・２週間後に行ったアンケート

での記述、授業後の授業者の反省、2クラスの比較など
から授業を考察していく。 
 
4.2.1.	
 スライド教材での導入について	
 

	
 スライド教材について考察する。スライド教材は授業

の導入場面と、進行の場面で使用した。まず導入場面で

使用したことについて考察していく。以下、授業記録を

元に考察を行う。なお、授業記録は「●」が授業者、「△」

新聞記者、「◯」が生徒の発言である。 
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●：「「読売市」という都市でですね、今日は皆さん

にですね、記者になってもらいます。」	
 

◯：「市長が一番気になる！」「読売市だって！」（生

徒が盛り上がっている）	
 

●：「ちょっと市の説明はこれからしますね。もちろ

ん市に駅あります。市役所があったりとか、高層マ

ンション、みんなが注目してくれた読売市長。この

市長が、ちょっと鍵なんですよ。」	
 

（生徒から「お？」という声が聞こえ、テレビに視

線が集まる。）	
 

●：「どんな人かっていうと、ちょっと強面だけど優

しい市長なんですよ。よく記者会見を開く、名物市

長として有名なんです。ちょっと名前大事なので改

めてここに書きますね。」	
 

△：「よくね、市役所の市長さんとかは、自分の市で

こういうことやりますっていうときにね、記者会見

をしますから、中にはね、記者から取材を受けるの

が嫌だからってなかなか開かない人もいますが、こ

の中田さんはよく記者に「こんなことやるから書い

てくれ」ってしますね。」	
 

●：「今日もちょっとあとで出てくるかもしれないで

すね。」	
 

◯：「なに、この感じ。」（ニコニコしている生徒が多

い）	
 

●：「で、今日はその読売市の中でも、この端っこに

見えますかね、青い建物。読売市支局。こちら、皆

さんには読売市支局の記事になってもらおうと、あ、

記者になってもらおうと思います。」 

 
	
 このように、「ちょっと鍵なんです」や「あとで出て

くるかもしれないですね」など、この後の授業の展開で

出てくることをにおわせた。実際に、記者会見の映像を

見せる際に「材料を集めるということで、今日は記者会

見を行います。記者会見と言えば、中田市長です。」と

言うと、生徒が「あ、ここでくるのか。」と言い、「中田

市長」が授業に登場することを期待していた様子が見ら

れた。一方でB組ではこうした様子は見られなかった。
その理由として十分に教材に注目させることができて

いなかったことが考えられる。 
	
 次に、スライド教材を進行の場面で使ったことについ

て考察する。授業はスライドに合わせて進行するため、

A 組でも B 組でもスムーズに進めるために有効であっ
た。また、スライド教材では建物を行き来する際に「ポ

ロロン」と音が鳴るように演出しており、B組では一部
生徒がその音を聞いて、ジャンプするような仕草をみせ

るなど、生徒が興味のもてる教材であることがわかった。 
	
 これらのことから、スライド教材を本授業において使

うことは、生徒の意欲を高める事に有効であることがわ

かった。また、使用の際にはしっかりと教材に注目させ

ることが必要である事もわかった。 
 
4.2.2.	
 記者会見を扱った映像教材について	
 

	
 記者会見を扱った映像教材について考察する。この教

材は、生徒が書く記事の題材となることから、記事を書

くところまで授業の実際を振り返り、その上で、この映

像教材について考察する。その次に、2本目の市民や専
門家の声をまとめた映像について考察する。 
	
 では、授業の実際の様子を振り返る。A 組でも B 組
でも映像を見ている間は、メモすることに集中していた

様子であった。このときには、映像教材で発表された制

度に関して生徒は賛成的な立場も否定的な立場もとっ

ておらず、「制度が発表された」という事実として、認

識していた様子が窺える。また、この映像で得られた情

報を基に「自転車対策課長」に取材をする際の質問を考

える場面では、「道をもうちょっと広くすればいいと思

います。」や「てか、駐輪場つくればよくね？」など自

分の意見を述べる様子が見られた。この場面の終わりで

は、「実際に取材したいな。」と言った声も聞かれた。実

際に取材ができることを伝えると、「え！？しゃべれん

の！？すげえ。どうやって？」や「誰に聞くの！？」な

どの声が聞かれ、取材への意欲が高まっていることがわ

かる。しかし、授業者を「自転車対策課長」として取材

をすることを伝えると、落胆する様子が見られた。ここ

では、落胆しないような演出が必要であると感じられた。

実際に取材する場面では、記者にアドバイスをもらいな

がら、具体的に駅前の駐輪場を使っている人をイメージ

した質問など多くの具体的な質問が出された。記事を書

く場面でも多くの生徒が集めた情報を分類し、その中か

ら必要な情報を選んで記事を書けていた。 
	
 このように記者会見を扱った映像教材を使用するこ

とで、生徒が映像自体に不足している情報に気づくこと

で批判的思考を育み、取材を通して様々な立場から考え

ることができた。実際に生徒が書いた記事からも、多く

の情報を分類し、その中から必要な情報を選んで書くこ

とができたことがわかった。 
 
4.2.3.	
 市民と専門家の声をまとめた映像教材について	
 

	
 市民や専門家の声をまとめた映像教材について考察

する。まず、映像を見る前にワークシートを配布した。

これに対し、顔写真や名前が記載されていることから、

じっくりと見ている生徒が多く、生徒は興味を持ってい

る様子が窺えた。映像を見る前には授業者と記者から賛

成反対に注目するように伝えた。映像に登場する市民で

1人目の「前田陽太」が発言の中で「賛成です」と言っ
ていることから、他の市民も賛否をはっきり述べている
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と生徒たちは思ったようで、2人目の「大島久美子」が
賛成とも反対とも言わないで終わってしまうと「それだ

け？」や「賛成とか反対とか言わないとわかんない」な

どの声をあげる生徒もいた。また、4人目の「根本ひか
る」の発言に関して生徒は「えー！」や「根本ひかるさ

ん反抗期」などの反応や笑っている生徒が多く見られた。

「根本ひかる」の意見が極端な考えであるということを

理解していることが窺えた。「専門家の声」を聞く前に、

「市民の声」に関してメモできたことを生徒に確認する

と、1人目の「前田陽太」についてははっきりと賛成で
あると答えるのに対して、2人目の「大島久美子」や 3
人目の「酒井直人」については賛否に悩む場面も見られ

た。4 人目の「根本ひかる」について確認していると、
再び笑いが起きるなど生徒の中で強く印象づいたよう

であった。そして映像の続きである専門家の話を聞き、

メモできたことを確認した。記事を書く場面では、市民

の意見として賛否両論を記述している生徒が多くみら

れた。 
	
 このことから、生徒は情報の取捨選択を出来ているこ

とが窺えた。また、映像教材については、実際に見る前

に、生徒は登場人物の情報について知っていたため、賛

成か反対かなど内容に重点を置き、メモをとることが出

来たのではないかと考える。 
 
4.2.4.	
 新たに作成した原稿用紙について	
 

	
 新たに作った原稿用紙を使ったことについて考察す

る。原稿用紙は記事を書くコツを記者が解説した後に配

布した。生徒は記事を書いている途中で「やべえ。短く

書くの忘れてた。」と良い、隣の席の生徒が「え、どれ

くらい？」と言うと、「1234,,,7 行書いてる。切るの忘
れちゃった。」と言っていた。しかし、これだけでは、

この生徒がなぜ短い文で書くことを思い出したのかを

断定はできない。他の生徒についても、分析が必要であ

る。また、原稿用紙の配布後に、両面印刷であることに

気がつかなかった生徒が何人か見られた。この点におい

ては、今後十分な説明が必要であると考えられる。 
 
4.2.5.	
 見本となる記事について	
 

	
 見本となる記事について考察する。見本となる記事は、

実際に生徒が記事を書くときに原稿用紙と共に配布し

た。配布した直後から、すぐに内容を確認している生徒

が多かった。見本となる記事に見出しがあり、「板書や

話	
 パソコンで記録」と生徒が興味を持ちそうな内容で

あったことが理由として考えられる。また、実際に記事

を書くときにも参考にしている生徒が多かった。生徒 1
人 1 人がお手本記事を持っていることから、手元で参
照しやすく、活用しやすかったのではないかと考えられ

る。また、記者が個別に生徒に書き方を教える際に「お

手本の記事見てみてね」など、解説に使っている様子も

窺えた。実際に書いた記事もお手本と同じ構成で書けて

いるものが多かった。こうした実際の授業の様子を受け

て、見本となる記事は生徒が記事を書くにあたり有効的

であったと言える。 
	
 しかしながら、お手本記事があることで生徒が授業内

でしっかり話を聞き、理解した上で記事を書いていたか

については疑問が残った。話を聞いていなくてもお手本

記事を見れば、なんとなく書けてしまう恐れがある。お

手本記事の配布については生徒の様子を見て配布する

かどうかを判断する必要があると考える。 
 
4.2.6.	
 参考となる記事を配布したことについて	
 

	
 参考となる記事について考察する。参考となる記事は、

生徒が書いた記事を記者が講評した後に配布した。授業

終了間近であったが、多くの生徒が配布した記事をみて

いた。自分の記事と比較していたのではないかと考えら

れる。比較してどのように感じたかについては今後も分

析が必要だが、本物の新聞記者が書いた記事を配布する

ことで、生徒は自分で書いた記事と比較するなど、授業

を振り返ることができたのではないかと考えられる。 
 
4.2.7.	
 授業全体の考察	
 

	
 授業のねらいに沿って授業全体を考察する。新聞記者

の仕事を体験することを通して、「プロの仕事を知るこ

とができたか」、「事実を把握し、取材を通して正確な情

報を集めることができたか」、「必要な情報を取捨選択し、

順序立てて記事にまとめられているか」の３つの観点か

ら考察していく。 
	
 まず 1 点目の、新聞記者の仕事を体験することを通
して、プロの仕事を知ることができたかについてである。

これについては、事後アンケートの選択式の項目と自由

記述から考察していく。まず、事後アンケートの Q2「今
日の授業で、新聞や記者の仕事のことがわかりました

か？」の集計結果を見ていく。（図 6） 
 

図 6 Q2「今日の授業で、新聞や記者の仕事のことがわ
かりましたか？」10 
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 事後アンケートの結果から、90％の生徒が新聞や記
者の仕事について「わかった」11と回答している。また、

事後アンケートの自由記述からは次のような感想がみ

られた。「分かりやすい説明や実際に記者になってイン

タビューをしたりして、本当に新聞の記者になったみた

いで、新聞や記者の仕事のことがよく分かりました。」、

「プロの記者の方は、どのような事に注意してメモして

いるのかがわかった。	
 素早く、正しく、重要ポイント

をまとめるのは、すごいなと思った。」などである。こ

のように自由記述からも、新聞記者の仕事を体験するこ

とを通して、プロの仕事を知ることができたと言えるだ

ろう。 
	
 次に 2 点目の事実を把握し、取材を通して正確な情
報を集めることができたかについてである。これについ

ては、4.2.2.記者会見を扱った映像教材についてで、記
者会見を扱った映像教材を使用することで、映像自体に

不足している情報に気づくことで批判的思考を育み、取

材を通して様々な立場から考えることができたことを

考察している。 
	
 最後に 3 点目の必要な情報を取捨選択し、順序立て
て記事にまとめられているかについてである。これにつ

いては、生徒が書いた記事を分析し考察する。分析する

のは、2クラスから提出された白紙記事を除く 72枚の
記事である。 
	
 まず、記者が授業で話した内容に基づき、記事に必要

な要素としての情報を、「ニュース」、「背景」、「市民の

声」、「専門家の声」であるとした。これに沿って、要素

と順序についてどのように書いているかを分析する。

「ニュース」がはじめに書かれている記事は 69枚、「ニ
ュース」、「背景」の順に書かれている記事は 55枚、「ニ
ュース」、「背景」、「市民の声」の順に書かれている記事

は 41 枚、「ニュース」、「背景」、「市民の声」、「専門家
の声」の順に書かれている記事は 28枚であった。また、
「ニュース」、「背景」、「市民の声」、「専門家の声」の順

に書かれている記事のうち、要素に過不足がなかったの

は、23枚であった。 
	
 このことから 4 つの要素を正しい順番で記事に書く
ことは一見すると中学生にとって難しいと思われるか

もしれない。しかし、最も大切な情報である「ニュース」

については白紙の記事を除いた全ての記事に含まれて

いたことや、3要素以上を含めた記事は 54枚あり、必
要な情報を取捨選択することはできていると言って良

いだろう。また、「ニュース」、「背景」、「市民の声」の

順に書かれている記事は 41枚あり、このことから書く
順番についても理解している生徒が多かったのではな

いかと考える。また、授業の感想にも「書くのはおもし

ろかったけど、書き終わらなくて残念だったから。」と

あるように、記事を書く時間が足りず、こうした要素を

記事に書けていないのではないかと考察する。 
 
4.3.生徒の変容とその分析	
 	
 

	
 本節では、事前・事後・2週間後アンケートの比較や
アンケート内の自由記述、感想の分析から、書くことに

関する意識の変化を考察する。 
	
 事前アンケートの Q1「あなたは文章を書くことは好
きですか。」の質問項目の解答を図 7にまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 Q1「あなたは文章を書くことは好きですか。」 

 
	
 2 週間後のアンケート Q1「新聞の記事を書くのは楽
しかったですか。」の質問項目の解答を図 8にまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 Q1「新聞の記事を書くのは楽しかったですか。」 

 
	
 事後アンケート Q1「今日の授業は楽しかったです
か？」の質問項目の解答を図 9にまとめる。 
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図 9 Q1「今日の授業は楽しかったですか？」 

 
	
 事前アンケートと 2 週間後のアンケートを比較する
と、生徒にとって記事を書くことが楽しかったことがわ

かる。さらに事後アンケートから授業全体として楽しか

ったことがわかる。また、2週間後のアンケートの自由
記述や事後アンケートの自由記述からは次のような感

想が見られた。「自らその仕事にふれられて楽しかった

ですが時間が短いです」、「楽しかったけど、難しい所も

ありました」、「記者の仕事って大変だなぁと思った。」 
「書いてるうちにめっちゃたのしくて、むちゅうになっ

た」などである。これらの自由記述から、生徒にとって、

記事を書くことはやや難しい作業であったかもしれな

いが、授業全体としては楽しく、意欲をもって取り組め

た様子がわかる。また、こうした「難しい」や「大変」

といった感想を持つことで、より生徒のなかで授業が印

象づき、書き手としての視点を身につけるきっかけにな

ったのではないかと考える。反省としては、授業の後半

では、記事を書く時間をもう少し長くとれるようにすべ

きだった。 
 

4.	
 研究の成果と今後の課題	
 

 
	
 本研究では、中学生を対象とした記事を書く授業の有

用性を明らかにするため、「記事を書こう」を先行実践

として中学生を対象とした場合の課題を挙げ、その課題

を踏まえて授業を開発し、実際に中学校で実践した。前

章の考察を受け、本研究の成果と課題を以下にまとめる。 
	
 まず、成果についてである。本研究における授業の実

践により、研究の目的との対応から 2 つの視点を述べ
る。 
	
 1つ目は、中学生を対象とした記事を書く授業を行う
際に、意見が分かれるような制度を発表する記者会見を

扱うこと、フィクションの映像教材を記事の題材にする

ことは有効であることがわかったことである。 
	
 2つ目は、中学生を対象としたときに、記事を書く授
業を行う際、様々な工夫を行うことで中学生が意欲的に

記事を書くことができることである。例えば、スライド

教材を用いたり、フィクション教材を用いたりすること

が工夫として挙げられる。 
	
 以上より、「記事を書こう」を先行実践として、中学

生を対象とした記事を書く授業の有用性を明らかにし

たことが、本研究の成果としてあげられる。 
	
 最後に本研究における今後の課題を論じる。今後の課

題として以下の 2点を挙げる、 
	
 1点目は、前章で考察した内容について授業の改善を
行うことである。本授業は「ことばの授業」の 1 プロ

グラムとして行うものであり、今後も改善を重ねより良

い授業を行ってゆかねばならない。 
	
 2点目は、今回の授業では書く技術が定着した、高ま
ったとはいいにくいことである。今回の授業では書くこ

とが苦手な生徒も意欲的に書くことを行えた。しかし、

書く技術については 1回の授業で身に付く物ではない。
だからこそ、この授業をきっかけとして、書くことに関

する活動を行う際に、今回のことを意識づけることによ

って、本研究の成果がより増すのではないかと思われる。 
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